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日頃は、前穂の短期入所（ショートの宿泊）をご利用頂き、誠
にありがとうございます。今回は、特別なお願いがございます。
ご多忙のところ誠に恐縮ですが、お読み頂き、お力添えをいた

だきたく存じます。つい先頃、今年の４月からの事業者報酬の改
定（案）が厚生労働省から出されました。昨年末からのメディア
の反応より、報酬が上がるとの予想でありました。しかし、短期
入所については、大幅なダウンが示されています。そのまま適用
されると、前穂では４割近くの減収となります。これはたちまち
事業の継続が困難になってしまう数字です。即ち、皆様のご宿泊
をお受けできなくなってしまいます。
厚生労働省に問い合わせてみますと、「そもそも短期入所の報酬
は一日料金であり、短期入所利用中の作業所への通所は想定外で
ある。現在、短期入所を利用しながら作業所へ通所した場合、作
業所への支払いと短期入所への支払いが重なって発生し、二重払
い（併給）となってしまっている。これを是正するため、作業所
へ通所する場合は、短期入所への支払いを減額する」という回答
でした。

【二重払いの是正】という理屈は理解できます。しかし、今までが払い過ぎであった
と言われても、決して運営が楽であった訳ではなく、そもそも短期入所の必要性や運
営経費について十分に知ってもらえてなかったと思えてなりません。
また、今日は激変緩和策として、単独型事業者（入所施設併設でないケース）に対し、
【単独型加算】が親切されます。この加算を加えると、減収見込みは約２割となり、
やはり運営の悪化は避けられません。ことは、前穂だけではなく、全ショートステイ
施設にとって一大事かと思います。しかしながら、左記の【単独型加算】に「前穂」
や「すまいる」は含まれないというのが、現時点の見解にまかされています。
以上の状況から、皆様にお願いがあります。
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地域の中で、普段どおりの暮らしを続けてゆくための要となる短期入所事業が、今迄
通り存続・発展できるよう、何卒、宜しくお願い申し上げます。

最後に、現状をありのままに書かせて頂きましたが、我々としても短期入所の存続意
義を死守する為、各方面に協力を依頼しております。その他ご協力をご依頼させて頂
くこともあるかと思います。ご協力の程、宜しくお願い致します。


